間接水準測量

間接水準測量は地形及びその他の状況により、直接水準測量が困難な場合に代えて行うものです。

電子野帳より取り込んだデータ及び手入力データより、観測手簿、計算簿及び成果表の作成を行います。
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――　間接縦断測量のデータを作成します。

――　既知点の標高を入力します。

――　間接水準計算を行います。

――　各種計算結果の表示・出力を行います。

――　間接水準測量の終了

１．観測方法
（１）　ＴＳを用いて、水平角、鉛直角、目標高及び斜距離を測定して間接的に点間距離と高低差を求めます。

（２）　仮ＢＭ（既知点）から出発し、測点ごとにもりかえて他の仮ＢＭ（既知点）に結合します。

（３）　路線ごとに往復観測とし、往路・復路の順に観測してください。　片道観測は処理できません。

（４）　観測方法は、ＴＳを任意な場所に設置して、後視点（既知点）を視準して０セット、後視点を観測します。次に、中間視点を観測します。前視点まで観測したら器械をもりかえて、前回の前視点を後視点として
視準して０セット、・・・ 以下同様に終点（既知点）まで観測。 往路終了

同様に、終点から起点まで観測。 復路終了 １路線終了
（５）　観測は、全ての視準点を望遠鏡正・反観測をしてください。正のみの観測は不可。

（６）　もりかえ点が測点でない場合、適当な点名（TP1,TP2,・・・）を付けてください。

２．データの作成
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――　電子野帳の機種を選択します。
――　電子野帳の観測生データを取り込みます。
――　観測生データの表示を行います。
――　観測データファイルを作成します。
――　観測データファイルを表示・修正します。
――　手入力による観測データファイルを新規作成します。
――　手入力による観測データファイルを追加作成します。
――　手入力した観測データファイルを表示・修正します。
――　観測データの終了
２―１．電子野帳によるデータの作成

　　　　・　路線名   ： 半角１０文字以内　ユニークな名称

　　　　・　器械点名 ： 半角１０文字以内　 往路（ 1-1、1-2、1-3、・・・ ）、 復路（ 2-1、2-2、2-3、・・・）
　　　　・　測点名   ： 半角１０文字以内
観測生データの取込
　　　電子野帳の機種を選択してから行います。

＊ﾄﾌﾟｺﾝ製の生データのﾌｫｰﾏｯﾄは共通ですので電子野帳の種類「Fc-5、Fc-7、GTS-6、GTS-700」の

どれを選んでも作成できます。従って電子野帳の種類は１種類と考えてください。
　　　　　以下　「電子野帳データ取込」　の取説を参照してください。
観測生データの表示
（１）　標準フォーマット（ＡＰＡ） 間接水準データ
A,01,                                       A,出力ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ(01固定),,
B,ｸﾛｶﾜ1,GTS-310Ⅱ,KA0570,ｳｴﾇﾏ,15/05/07,,   B, 路線名,機種,測器番号,観測者,観測日,,
C,2,2,22,654,44.7,0,                        C,天候,風力,気温,気圧,ppm,気圧単位(0:㎜Hg 1:hPa),,
D,1-1,,0.000,0,9911004,16:26,,              D,器械点名,ﾒﾓ,器械高,偏心,991:0.5対回,D読数,方向数,
開始時間,,
E,0,                                        E,再測(0:無し 1:有り),,
F,BM1,,0.300,r9001,0.0000,94.3640,126.974,,,,000, 　     F,既知点,ﾒﾓ,f,r,H,V,D,,,,,  　往路開始
F,BM1,,0.300,r9002,180.0010,265.2300,126.973,,,,000, 　  F,既知点,ﾒﾓ,f,l,H,V,D,,,,,
F,2.8KL,,0.100,r9003,318.4630,96.0110,46.089,,,,000,     F,前視点,ﾒﾓ,f,r,H,V,D,,,,,
F,2.8KL,,0.100,r9004,138.4620,263.5840,46.089,,,,000,    F,前視点,ﾒﾓ,f,l,H,V,D,,,,,
D,1-2,,0.000,0,9911004,16:36,,              D,器械点名,ﾒﾓ,器械高,,,,,
E,0,

F,2.8KL,,0.100,r9001,0.0000,94.1720,111.365,,,,000,      F,後視点,ﾒﾓ,f,r,H,V,D,,,,,
F,2.8KL,,0.100,r9002,179.5950,265.4240,111.366,,,,000,   F,後視点,ﾒﾓ,f,l,H,V,D,,,,,
F,2.9KL,,0.300,r9003,299.1120,92.4850,94.985,,,,000,     F,前視点,ﾒﾓ,f,r,H,V,D,,,,,
F,2.9KL,,0.300,r9004,119.1110,267.1100,94.985,,,,000,    F,前視点,ﾒﾓ,f,l,H,V,D,,,,,
:

:

D,1-7,,0.000,0,9911004,17:28,,              D,器械点名,ﾒﾓ,器械高,,,,,
E,0,

F,3.3KL,,0.100,r9001,0.0000,101.5750,87.557,,,,000, 　   F,後視点,ﾒﾓ,f,r,H,V,D,,,,,
F,3.3KL,,0.100,r9002,179.5950,258.0200,87.557,,,,000, 　 F,後視点,ﾒﾓ,f,l,H,V,D,,,,,
F,BM2,,0.100,r9003,307.2130,89.2920,68.430,,,,000, 　    F,既知点,ﾒﾓ,f,r,H,V,D,,,,,
F,BM2,,0.100,r9004,127.2120,270.3020,68.431,,,,000, 　   F,既知点,ﾒﾓ,f,l,H,V,D,,,,,  　往路終了
D,2-1,,0.000,0,9911004,09:28,,              D,器械点名,ﾒﾓ,器械高,,,,,
E,0,

F,BM2,,0.100,r9001,0.0000,89.3130,68.895,,,,000, 　      F,既知点,ﾒﾓ,f,r,H,V,D,,,,,  　復路開始
F,BM2,,0.100,r9002,180.0000,270.2820,68.896,,,,000, 　   F,既知点,ﾒﾓ,f,l,H,V,D,,,,,
F,3.3KL,,0.100,r9003,52.2850,101.5800,87.693,,,,000,     F,前視点,ﾒﾓ,f,r,H,V,D,,,,,
F,3.3KL,,0.100,r9004,232.3100,258.0200,87.694,,,,000,    F,前視点,ﾒﾓ,f,l,H,V,D,,,,,
:

:

D,2-8,,0.000,0,9911004,10:59,,              D,器械点名,ﾒﾓ,器械高,,,,,
E,0,

F,2.8KL,,0.100,r9001,0.0000,95.5620,45.538,,,,000, 　    F,後視点,ﾒﾓ,f,r,H,V,D,,,,,
F,2.8KL,,0.100,r9002,180.0000,264.0340,45.539,,,,000, 　 F,後視点,ﾒﾓ,f,l,H,V,D,,,,,
F,BM1,,0.300,r9003,43.1200,94.3730,125.254,,,,000, 　    F,既知点,ﾒﾓ,f,r,H,V,D,,,,,
F,BM1,,0.300,r9004,223.1150,265.2220,125.253,,,,000, 　  F,既知点,ﾒﾓ,f,l,H,V,D,,,,,  　復路終了
Z,&,                                                  　 Z,,     観測終了
その他の電子野帳機種は上記に準じてください。
観測データファイルの作成
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　　　観測生データから間接水準計算ができるファイル形式に

データを作り替えます。
観測データファイルの表示
　　　観測データファイルを表示・出力します。
２－２．手入力による観測データファイルの作成
　　　　間接水準観測手簿から観測データを手入力します。
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――　今までの 「編集済み」 間接水準データが失われます。

　　　　　　　　　　　　　　　必要な場合、ファイル名を変えて保存してください。

――　今までの 「編集済み」 間接水準データの後に追加作成されます。

――　観測データファイルを表示・修正します。
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 　　　　タブをクリックすると入力方法が参照できます。
　　　　　観測要素は路線ごとに入力してください。

入力方法参照
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　　　全ての路線を入力したら「終了」
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３．既知点データ作成

　　　既知点の標高を入力します。

　　　既知点名 ： 半角１０文字以内

　　　全ての路線の既知点を入力してください。
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４．間接水準計算
　　　　間接水準計算を行います。

標高は両差補正（球差＋気差）を考慮しています。
　　　　　・ 地球の曲率半径 ＝ ６３７０ｋｍ
　　　　　・ ｋ ＝ ０．１３３
　　　　往復較差の目安となる制限を入力してください。
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路線ごとに往路・復路の閉合差を表示します。
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各路線の往路・復路標高の較差を表示します。

　　　判定  　　　○　――　往復較差の設定制限内
×　――　      〃 　　 　制限超過
６．各種結果表示・出力

　　　間接水準測量で計算された全ての結果を表示・出力します。
　　　　結果ＣＳＶファイル

間接水準計算が正常終了すると成果表の他に、

「結果ＣＳＶファイル」が作成されます。

河川横断測量の距離標データ作成等に利用してください。
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